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筋肉は神経の剥激を受けて設縮するが，そのために，持
経線維末端と銃穣維が接する部分には，神経筋接合部と
いう特別な装量が分化している。この部分の窮細抱摸に
は，アセチルコリンヲセフター (AChR)という蛋自分
子が存在し，神経末端から出される科教伝達物質である
アセチルコリンを受容して，筋線維膜のナトヲウムとカ
ヲウムに対する透過性を変化させ，その結果，筋結胞膜
の興奮をおこすことは最近ではよく知られている。アセ
チルコヲンをイオン誌動法で第隷維に投与すると，神経
筋接合部ではアセチノレコヲン惑受注が著しく高いこと，
また，アセチノレコリンは，筋隷維内部に入れたのでは効
果がないことなどから，運動神経末端に接する筋線維摸
には，アセチノレコリンを受容する AChRという蛋白が
存在するだろうということは，かなり以龍から示唆され
ていた1・3)。しかし，その実体が揚えられ， AChRに関
する研究が禁擢的に進んだのは， 1960年後半になって， 
Bungarus multicinctus というヘピから得られた神経
毒， α-bungarotoxin(BTX)が館肉に対するアセチノレコ
リシの脱分極作用を罷害し，おそらく AChRに特異的
に結合していることを示すいくつかの証拠が出されてか
らである。そしてこの10年間程の需に， BTXの ACh豆
に対する持異的な結合能を利吊して， AChRは単離精
製されその化学釣f生雲が明らかになってきている。単離
精製した AChRあるいは， ACh豆を多量に含む神経
筋接合部の膜や電気器官の膜を分離したものについて，
ネガティブ染色を行った予凍結レプリカ法を行ヮてその
構造を電子顕微鏡で接討すると，たとえば電気器官の摸
では， AChRは5-6{匿のサプユニットがほぼ円形に
ならび，中央に pitの見られる直径8-9n訟の粒状を
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した蛋自分子で、ある。 AChRが，シナプスにおける耗
諜伝達機講に果す役割の詳細についても，現在徐々に明
らかになってきているが， AChまに関しては， Famb-
rough (1979)のくわしい総説があるのでこれを参照さ
れるとよいへ本稿では， 筆者の研究領域に直接関孫の
ある AChRの細抱内合成に焦点を合わせて，最近の研
究成果を謡介したいと患う。 
1. 筋細脂表面の ACh茸
さて，細胞学的に AChRを検出するのには， AChR 
に特異的そして非可逆的に結合する BTXを何らかの方
法で察識した後 AChRに結合させることによって検出
する。これを 1251で壌議すれば，生往学的に泣ガンマ
カウンターでその位置を知ることが出来，形態学的には
オートラジオグラフィーを行えばよい。また形態学的に 
AChRを検出するために泣，也に，ベルオキシダーゼ，
フェヲチンあるいは壁光色素などによる諜識も使われ
る。
このようにして，成熟した骨格窮の神経筋接合部に
は， AChまが密集して存在することがわかっているが，
神経筋接合部以外の筋線維膜にも，少量だが AChRは存
在する。この AChRは，神経筋接合部に存在している 
AChRとは，等重点， d-tubocurarineに対する親和性，
ターンオーバーの率などにおいて幾分性質が異なること
から汽 神経諾接合部以外の部位に存在する AChRを 
extrajunctional receptorと呼んで区別している。筋禽
の支配神経を切断するとアセチノレコジン感受性が第隷緯
全体にひろがることは以前から知られていたが2，5〉，徐
神経した筋線維で、は線維全体に AChRが分布している
ことが， 1251-BTXによるオートラジオグラフィーでも
確かめられた尺この AChR比今まで神経窮接合部
にあった AChRがひろがるのではなく，新たに紐抱内 
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で形成されて絹麹膜記現われたもので、あることが， 35S 
で標識したメチオニンをとり込ませる実験によって明ら
かになっているの。 
In vivoの発生途上の筋結抱ではどうかというと，鶏
臣骨格窮で観察すると，算手卵10日位で、すで寸こ電子顕微鏡
的に神経務接合部は形成されている尺 そしてアセチル
コヲンエステラーぜ活性を示す神経窮接合部と思われる
部位に， AChRに結合した 125I-BTXによる斑状の銀
粒子の集合が観察されるが，同時記それ以外の鮪細胞漢
にも extrajunctionalreceptorが多数みられることが
特徴であるの(図 4a)。発生が進むと， junctional recep-
torの密度詰変記しないが， extrajunctional receptor 
の密度泣著しく減少し，界草野14日には250/p.m2あったも
のが鮮野19日には10/p.m 2になるという。罰様の結果は，
ラットのエンブジオの骨格筋でも得られている10)。
一方，培養紡細胞は神経成分がなくても AChRを作
ることが出来る。筋芽結抱が融合した直後の多核の 
myotubeにイオン泳動法でアセチノレコリンを投与する
〉，ZL12と，筋紹抱全体にアセチノレコジン感受注がみられ 
125I-BTXを用いてオートラジオグラフィーを行うと，
銀粒子が務組脂摸全体に分布しているのがみられる13)。
さらに，神経成分がないにも拘らず， あちこちに斑 
(spot)状に AChRが密集した部分が現われることが
示され14-16とこれは，ベルオキシダーぜで標識した BTX
を用いて電子顕微鏡的にも確認されている17)0 斑状の 
AChRの密集部位は，イオン泳動法でアセチJレコリン
を与えた時，強い感受性を示す蔀位と一致する18)。さら
に長期間培養して傍線維の分化が進むと，斑状の ACh:Eミ
密集部位はむしろ減少し，第細胞全体に穣J慢性にみられ
た銀粒子も誠少する19)。
このように神経成分のない語養筋紹砲に AChRの密
集部{立が形成されることから，神経筋接合部形成機構の
第一段階は，神経が筋締路上の AChまの集合部を認識
して，そこにひきょせられることであるという俣説が提
出された14九これに対して，神経が箆細胞に接した後，
その部分に AChRが高密度に誘導されるのだという説
があり，この問題は長い需議論の釣であった。最近では
筋線維上に瑳状に現われるアセチルコリン感受注の高い
部分に関して，神経を加えた講義では神経を加えない培
養に較べて，その感受性が著しく高い場合が多いこと，
また 125I-BTXで検出される AChR密集部位の数も塔
却することが報告されているお，21)。また， Fischbachの
グノレ}プは，神経隷緯の活動電位を tetrodotoxinでブ
ロックし，神経を局所的}こ強く脱分極させることによっ
てシナプス後電位を検出する方法を用いて，神経と筋と
を共に培養した場合の再結胞の関擦をくわしく検討し
た。その報告によれば線維上に長くのびた神経線維終末
のどこででもアセチルコヲンの放出が起っているわけで
はなく，その放出が起るのは，極く短い部分に摂烏し，
アセテルコ Pン感受性は，アセチノレコジンが放出される
蔀分の直下に正しく馬在しているという。さらに神経線
維が窮に接している部分をあらかじめ栓相差顕微鏡で写
真をとり，そこの部分でアセチルコリン感受性が高くな
いことを確認しておいて， 2 a後，向乙部位を再び、検査
すると，その部分の筋組胞膜のアセチルコヲン感受性が
著しく高くなっていること， tetrodotoxinの存在下で
神経の局罪的な脱分極をおこすと，その部分にシナプス
後電{立が記録されることが報告された21，2)。 このこと
は持経隷維は，あらかじめ存在する AChRの審集部
位にやってくるのではなく，持経が接して，神経線維末
端と第締抱膿の間に何らかの指互需用が開婚したため
に， AChまがそこに誘導されてきて新たに斑状の密集
部位が形成されることを強く示唆している。では一体，
その神経の誘導作男の本体は何かなど，この問題をめぐ
って，神経が也紹抱に及ぼす trophicinfluenceについ
ての新しい馬冨が震関されることが期待される。 
2. 筋縄胞震における AChRのとり込み Cincorpo・ 
ration)と分解 (degradation)
培養筋細胞において，筋細臆摸全体に分布している 
AChRを，無謀議の BTXを結合させてマスクした後 
125I-BTXを含む譲液中で培養すると，組抱内で形成さ
れて新たに膜にとり込まれる AChRを検出出来る。 
ACh去の細臆摸への新たなと担込みは， 蛋白合成誼害
剤である cycloheximiおで約3時間，前処理するとほ
とんど完全に抑制される18)。しかし蛋白合成阻害期存在
下でも， 2-3時開は新しい ACh哀が細起膜に現われ
緩げるので，このこと辻結抱内に AChRないしその前
駆体のプーJレが存在することを示唆している。この 
AChR能駆体のプールから， AChRは約3時間かかっ
て細庖膜まで運ばれる23，24)。この実験は務組麹表面の 
AChまを，予め無標識の BTXでおおっておく。その
後，通常のアミノ畿を含む培養按を，重いアミノ酸，即
ち lH，12C，14Nを重い同益体である 2H，13C，15Nで
量換したアミノ酸を含む培養液にかえて 2時間署養し，
次いで，培養液に 125I-BTXを加えて AChRを標識す
る。その後， ACh去を抽出すると， これは通常のアミ
ノ酸によって作られている AChRと，新たにとり込ま
れた重いアミノ酸から或っている AChRとを含んでい
る。再者をショ糖密度勾配法によってわけると，重いア
ミノ酸を含む AChRが約3時間で細趨膜に現われ始め
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国1. 2H，13C，15N_アミノ離を含む培養被で筋組胞
を培養後，細胞表冨の AChR を 1251-BTX
で謀議し， 2，6，12時開設に AChRを抽出
し，ショ糖密度勾記法で重いアミノ援を含む 
AChR と通常のアミノ離を含む AChR を
分離したものを示す。マーカーとして， 1311_ 
mono‘iodo・αーBTX_IH，12C，14N-receptor 
complex を遠心分離の前にサンプルと翠ぜ
てある。 2詩間で， 2H，13C，15N-receptorは
わずかに現われ始め， 12時間でな， ほとん
ど大部分の AChRは重いアミノ離を含む 
receptorとなる。ショ霧濃麦:40%， 32.5 
%， 25%を重層する。 40，OOOrpm (SVV41)， 
40C (・o 1251-BTX-receptor com-
plex; (0・・・・ 0) 131・
9.・)
BTX_IH，12C，14N-
receptor complex. (Devreotes et a1.24)よ
り〉。 
る。このことは， AChRの合成が開始してから， 膜}こ
と予込まれるまでに約 3持関かかることを示している
(函 1)。
このようにして， AChRは次々に新たに形成されて
綿箆膜にとヲ込まれているが，一方では，古いものは絶
えまなく分解してターンオーバーが行われている。 BTX
札 AChR~こ実欝上非可逆的に結合するので，培養筋組
胞摸の AChR ~こ 1251-BTX を結合させた後よく洗い，
通常の壌養液にもどして靖養しつつ，培養液中に放出さ
れる放射能を測定するとその分解の率を知ることが出来
る。鶏惑の落養第締抱膜における AChRの半減期は22 
自
制
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匿 2.AChR分解の五rst-orderkineticsを示す。
筋結抱を， 6日開， 35mm dish上で培養し
たものを， 125I-BTXで標識し，その後洗い， 
2mlのまき養液を加えて更に壇養する。 グラ
フ上記示された時間毎に， 2ml の培養被を
すべて除き，新しい堵養薮を 2ml 加える。
分析患には 4額以上の culturedishをとり，
その培養設は， cell debris を遠心分離によ
ヲ除いた後，シンチレ」ション・スベクトロ
メーターで放射能を誤j定する。筋細患に残っ
た放射能試， 1 % Triton X-100で抽出し測
定する。分解の量は， cpm in mediumj(cpm 
in medium+cpm bound to cells)で示され
る。 (Fambroughand Devreotes29)より〉。 
とり込まれ，ライソゾ}ムに存在する欝素の作用を阻害
するといわれているトリパンプノレ}は分解を著しく阻害
する。このような実験結果から， AChRは締抱内にと
ヲ込まれて分解され，その分解産物である monoiodoty-
rosIneが細嬉外に拡数で出て中くと推測されている23)。
細胞内での AChまの分解にはおそらくライソゾームが
関与すると考えられる。実際，培養筋細胞のオートラジ
オグラフィーで，二次ライソゾーム上に 1251-BTXによ 
V =PRECURSOR 
守=SURFACE 
125
'--I-a-BuTX‘=3 
{由*J.1251・7γROSINE-24時間で，その分解は伝説・orderkineticsに従って
いる(図 2)。このとき，培養液への放射龍の放出泣，第
細箆表面の AChRの減少率と平行する23)。培養液中記
出てくる放射能辻，大部分が monoiodotyrosineである。
分解の過程には，エネルギーを必要とし， temperature-
sensiitiveである。また細患のホモジネートフ あるい
は，十分精製していない摸分画ではほとんど語らないの
で，無鎮の組臆講造が必要と患むれる。分解tこは，蛋由
貿分解酵素の阻害揺はほとんど効果がないが，組起内tこ 
図 3.堵養筋緯胞における AChRの“ lifecycle " 
に慢する板説を示す模式国。務総抱の横断函
を示し，摸上に三角で示したのが AChRで
ある。矢印で示したのは，実験結果から推定
される AChRの代謝経路である。
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図 4. 鰐卵1113鶏経後広背第 (a-c)および前広背筋 
(d)にオートラジオグラフィーを行ったものo 
a-cは1μ ヱポン切片，無染名。いずれも× 
210 
a:細胞表面の AChR。神経鰐接合部と思われる
大きな瑳状の銀粒子の集合がみられる。またそ
れ以外の筋細臆表記にも銀粒子が散在している。 
b:組組内 AChRについて， total binding検出
用処理をした場合。締箆全体に銀粒子が分布し
ている。 
c :絹組内 AChRについて， non-speci五cbinding 
検出用処理をした場合。 (b)におけるより少い
が，銀粒子が経抱質tこ分布している。
る銀粒子が観察されているお) F ambroughは， 以上述0
べたように AChRが締胞内で形成され細臆摸に運ばれ
て摸にと担込まれ，さらに再び細胞内にと予込まれて分
解される経路についての仮説を，図 4のような模式図で
示している却。
面白いのは， junctional receptorと extrajunctional 
receptorで，ターンオーパーの率が非常に異ることで
ある。 junctionalreceptor の半減期は， 成熟ラットの
〉，26227日以上なのに対し5神経窮接合部で得られた値で 
extrajunctional receptor辻，たとえば鶏睦培養筋細胞
で既に述べたように22-24時間23)，in vivoの発生途上
の筋で30時閣のである。 Burdenによれば，in vivoに
おいても，発生途上の神経第接合部の AChRの半減期
は30時間で extrajunctionalreceptor と変らないが，
解北後 3還問たつと 5日位にのびるというり8)。 このこ
とは，神経』こ， AChRの安定化作用があることを示唆
しているといえる。 
3. AChRの細胞内合成
では， AChRは細胞内のどこで、合成されて細抱膜に運
ばれるのだろうか。細抱内の蛋白合成部位とその輪送経
路に寵しては， Paladeの研究室での精力的な数々の研
究により，分泌紐抱に関しては，大筋は現在確立してい
る。それによれば，ポヲゾームで形成された蛋自分子は
粗面小胞体内に分離され，次に粗面小胞体の一部に予ボ
ゾームのついていないもの，すなわち“ transitional 
element"を経て， ゴノレジ装置またはその講成分である
小畠に運ばれる。さらにゴルジ装置の成熟面にある濃縮
胞に運ばれて，ここで濃縮され分泌穎粒が務成されてゆ
く30)。しかし， AChRのような締抱膜の構成蛋白一一一
膜に存在し，詣賓と密接な関係にある蛋岳のことを 
“integral membrane protein"と呼ぶ一一ーに関して
は，果して分諮穎粒と同様の経路を経て合成されるのか
どうか，あるいは，蛋自の謹類によって相違があるかど
うか，その詳綿に関してはまだ不明なことが多い。 Fam-
brough and Devreotesは， 125I-BTXを用いて AChR
の合成経路を培養筋細患で検討し，新たに形成された 
AChRはゴノレジ装置に見られることを明らかにし31九
さらにこの結果は，in vivoの発生途上の筋細抱でも確 
d :電顕レベルのオートラジオグラフィー.経胞内 
AChRについて， total binding検出用処理を
した場合.銀粒子がゴルジ装量 (G)上に多数
みられるが，それ以外に，核(N)，筋原隷緯 
(Mf)上などにもみられる。 M，ミトコンドリ
ア. x19，0∞.(図はいずれも Atsumi and 
Fambrough82)より〉。
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表1. Distribution of Speci五c1ntracellularα-Bungarotoxin Binding Sites 
Density of silver grains* over 
Treatment of muscle 
cells RERt 
Golgi 
appara-
Peri-
nuclear Nucleus 
五hbfYri0i・s 
Othe主 
pcylats0m・ 
Total 
area 
Total 
silver 
gralns 
tus area 
A. Cells g主own ln 
medium contain-
。 167 grains/lOOμm2 32 2 5 3 pm2 19，150 1，728 
twb五1rnuxezgnetahdgtue，and(rs1l，o2at6pbiIon)excBnlieunibdn，TaαtXe-d 
B.pAbrlsoctikeneind As4，y-ne5xthch epsit s 
be圃 
fore五xation.
s 26 8 工0 10 7 14，900 1，755 
細胞内の特異的 α-BTX結合部位を示す。銀粒子の数は，誌に， non-speci五cbindingの祷正をしてある o non-
speci五cbinding (in grains/l00 pmちは， RER，79; Golgi apparatus，32; pe主inudeararea，8; nucleus，5; 
myo五brils，4; 誌の cytoplasm，4であった。下設は， 蛋白合成を， puromycinで blockした場合である。 
(Fambrough and Devreotes31)より)。
認されたお。
方法を霞単に紹分すると，細起内の AChRの局在を
知るには，まず結締抱表面の AChRを，無撰識の BTX
を用いておおう。その後よく洗い，次に組臆摸に何らか
の方法で穴をあける。紐抱震に穴をあけるためには，従
来，グヲセリン， freeze-thaw語などが用いられたが，
最近ではサポニンがよく用いられる3)。サポニンで結抱
膜に穴をあけた後， 1251・BTXを含む培養液に筋を浸漬
する。この後，筋をよく洗い AChRに結合しなかった 
1251・BTXを除いた後，電顕用に固定包埋してオートラ
ジオグラフィーを行えばよい。サボニンは細胞内小器
官の膜にも穴をあげるので，このようにして締胞内の 
AChRが検出出来るわけだが， 実はこの場合オートラ
ジオグラフィー上で示される放射能は， AChRに特異
的に結合している 125I-BTXによるもののみならず，洗
い流されずに非特異的に細抱内に残っている 1251-BTX
による放射能をも含んでいる。そこで今述べたような処
理をして検出される放射能の量を totalbindingとす
る。これに対して， non-specific bindingを知るために
は，サボニンで窮を処理後，再び無標識の BTXを含む
培養液に震を浸潰し，結胞内の AChRをおおって後， 
1251・BTXを含む溶液に窮を浸凄すればよい。 このよう
にすれば， AChRがすで、におおわれた状態で， どれイ立
の BTXが細態内に残F得るかがわかるわけである。従
って， AChR ~こ対する 125I-BTX の speci五c binding 
は totalbindingから non-speci五cbindingを差し引
いて得られる。
圏4bは， 鶏迩骨搭筋iこtotalbinding換出用処理
をした後， 1μ のエポン包埋切片についてオートラジオ
グラフィーを行ったものである。筋結胞全体に銀粒子が
分和していて，斑状に銀粒子の集合した像はみられな
い。図 4cは，閉じ窮を全く同様の条件下で， non-spe-
cific binding用延理をした場合である。 1251-BTXが
細胞内のどこに局在しているか語べるため，電顕レベル
のオートラジオグラフィーを行うと， total binding用
抱理を行った切片で辻，標識泣主として， ゴノレジ装置，
核，筋原線鐘上などに観察される(函 4d)。このうち，
核と筋原線緯上にみられる標識は，非特異的結合検出用
処理を行った切片でもみられる。非特異的結合による銀
粒子が totalbindingに対して占める割合がかなヲ多い
ことから，ゴyレジ装置上の標識が特異的結合で、あること
を示すためには，銀粒子の数を定量的に解析する必要が
ある。それには，筋紹抱の電顕写真の広視野のモンター
ジュ写真を作り，各組胞内成分の面積を瀦定し，単位吉
積当たりの銀粒子の数を出す必要がある。 そして to・ 
tal bindingと non-specificbindingとの差を出せば，
どの小器官上の銀粒子が specificbinding によるもの
か明確になってくる。培養筋組臆におけるこのような解
析を示したものが表1で，ここでは，すでに non-spe-
ci五cbindingは差し引いてあるので，ゴルジ装置で
は，単位面積当りの銀粒子の数が地の小器吉に較べ著し
く多いことが明白である31)。さらにこのゴルジ装置上
の銀粒子の数は，培養液中に puromycinを入れると，
経時的に減少する(冨5)31)。 このような結果から，新
C 
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いない可能性もある。あるいは，粗富小抱体中の AChR
。申‘〉-
ト
分子がまだ未完成で， BTX結合能を持っていない可能
性もある。また， AChRは摸捧成蛋白なので， 分泌蛋
白と異る経路を通る， 部ち， AChまが粗面小胞部を通
0EF- 過しないという可能性もないわけではない。網状赤血球
。‘;t
嘩-‘〉 
では，そのいくつかの摸構成蛋自が，膜に結合していな
いポジゾームで合成されることが報告されている船。
曲 。 ゴノレジ装量以後，細堕膜に運ばれる輪送経路がどのよ
うになっているかという問題は興味深い開題で為るが，
おそらく何らかの醸成分一一分泌穎粒の鰐から考える
L0 
(f) と，ゴルジ装量の vesicle或分か?一ーによって運ばれ
切0・ 
るだろうと推定されているのみで，実際?こどのような綿
路内成分が関与しているのか，またどのように膜にとり
5EOD2 
ー 
2 3 4 5 
Time (h) in Puromycin 
図 5.塔養筋締抱を puromyci包括理後オ}トラジ
オグラフイ}を行い，ゴルジ装置上の鎧粒子
の数の変化を定量的に数えたもの。 (0)銀粒
子の主主数， (・)特異的結合を d-tubocura-
rineでブロックしたコントローJレである 
(Fambrough and Devreotes31)より). 
たに形成された AChRが， ゴノレジ装置上に現われるこ
とが暁らかになったわけである。
ゴルジ装置では，糖蛋良質の糖鎮形成が記ることが知
られている。たとえば， ラット肝紹胞のゴノレジ装量に
は，車禁の糖蛋白質の末端の糖鎖形成に関与するグルコ
シルトランスフエラーぜがあることが紹抱成分分画法に
よって明らかになり 34乙またオートラジオグラフィーに
より， thyroglobulinの糖鎮はゴノレジ装置で完成するこ
とお，36乙また， plasma cellによる immunoglobulin 
Gの形成記おいても院議のことが報告されている鉛。 
AChRは糧蛋白であることが知ちれているので汽おそ
らくゴルジ装量で糖鎖が完成され，細胞摸へ運ばれてゆ
く前段階の分子が出来上ると考えられる。
蛋岳合成とその韓送経路の第一段潜というと，分泌蛋
自の例にならえば， AChRはポリゾーム上で形成され，
まず程面小脇体にとり込まれるはずである。しかし，現
在のところ，震述した方法で，粗面小鹿体上に AChR
に持異的に結合した銀粒子詰見い出されていない。サポ
ニンは， コレステロ}ノレの少い漢には効きにくいという
ことが知られ，粗面小2主体はゴノレジ装置に較ベコレステ
ロール含有量が少いので33〉，粗富小抱体摸に穴があいて
込まれるかなどその詳紹は今後の開題である。
既に述べたように， 成熟した第線維では， AChRは
ほとんで神経第接合部のみ記存在する。従って締組内の 
AChR形成が，神経筋接合部の近辺でのみ起っている
のか，それとも筋線維全体で作られて神経籍接合部へ運
ばれるのかということが当然問題となる。そこで，基本
的に成熟した篤と同ーの構造をした解イヒ亘書官の鶏姪の筋
線維を針で分離して，先顕レベルで紐胞内の AChRの
分布を調べてみると， AChRは，長い筋線緯の組脂質
全捧に沼ぽ均等に分布していて，神経筋接合部の存在す
る筋線建中央部のみで AChまが形成されているという
ような所見はない。また筋線維内にどこか一点を中心と
して， AChRに結合した 125I-BTXによる銀粒子の密
度勾記のようなものも見られない82)。従って，神経筋接
合部近辺に局所的な輸送の涜れはあるにしても，はるか
遠くから，神経筋接合部に向けて AChRの輸送の流れ
があるということはなさそうである。結線維の各部分で
形成されている AChRは，近くの籍組摸へ運ばれてい
ると考えられるが，成熟した筋では，細抱膿まで運ばれ
ていった AChRは，神経箆接合部以外ではどうなるの
か，あるいは，綿抱膜上で膜の流動性によれ汽神経
筋接合部に運ばれる可能性があるのかなど，新たな興味
深い問題が屡開しそうである。
以上， AChRの締抱内合成経路について現在までに明
らかになっていることを述べたが，摸構成蛋告の生合成
記関しては，まだ不明なことの方が多い。他の細患の摸
構成蛋白の倒としては，たとえば，縞摸の感覚綿患の一
つで、ある梓状体組胞の外節の摸中に多量に存在するロド
プシンの形成を， 3Hで標識したロイシン投与後紐胞成
分分画法によって検討した報告がある40)。この報告によ
れば，放射龍ははじめは内節のマイクロゾーム分画に現
われるが，やがて外節の漢の分曹に現われるという。ま
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i.Acad. Sc 1.diaphragm muscle. Proc. Nat たどの持惑にも，可溶性分酉には現われないのでおそら
く摸に結合した形で運ばれているだろうということで 72，1368-1372，1975. 
ある。機能の明確な，代表的な摸構成蛋告の例として 
AChRの細胞内合成経路の研究をすることは，これが， 
AChRの組胞摸における機龍の本態を知り，ひいて泣，
神経と筋需の蒋激伝達接構を解明するのに役立つばかり
でなく， integral membrane proteinの生合成機講を
知る一つの臭いモデソレシステムともなり得る。
おわりに 
AChRについての研究は，近年飛擢的に進んだが，ま
だまだ明らかにされるべき問題が数多く残されている。
本稿では，筆者の興味ある撞く狭い領域における最近の
動向を述べたのみであるが，最近で詰，吉己免疫疾患の
一つである myastheniagravisの原匿に AChRが深
いかかわりあいのあることを示す多くの報告がある心。
従って， AChRの薪究が進むことは， 難療の機帯解明
とその治療迭の開発のためにも貢献することと思われ
る。
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